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■ ■ ■ ■　　本書の特徴　　■ ■ ■ ■

■ 歯科医，研修医，および学生を対象に，MRI診断に対応できるよう基本的事項と応用例をまとめた.
■ 総論では，ＭRIの原理から技術をわかりやすく解説し，各論では，できるだけ多くの症例をとりあげて観察のポイントを明記した.
■ 第２版では，超音波診断，ＰＥＴ検査を新たに加え，症例も大幅に増やし，より充実した実用的な内容とした.

　急速な医療技術の革新のなかで，
コンピュータ技術を取り入れた画
像診断の進歩は目覚ましく，歯科
領域，特に口腔外科領域において
は，その診断，処置，経過観察に欠
くことのできないものとなっている．
　本書は，2001年に本邦初のMRI
の解説書として発行した「MRI－
顎口腔領域の診断－」の第2版であ
る．新たな著者も加わり，より充実
した内容に改訂した.
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